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絵本読み語りに関する教育プログラムの開発 
～地域のボランティアとの協働による「読み語り」の実践を通して～   
 





























                                                   
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻  
2 ボランティアグループ  読み聞かせ＆レクレーション「おんばいがえしの会」  
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鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 






















第一筆者は、本学短大部 2018 年度 一年次前期の「こども学概論」のシラバスに絵本に
関わるプログラムを組み込んだ。 
プログラムは以下３つの内容から構成した。  
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プログラムの概要は表１の通りである。  
 表 1 絵本と「読み語り」の授業概要 
授業名  大学短期大学部 こども学専攻「こども学概論」  




計 6 回  
1 回：第一筆者講義 「絵本の魅力」    
2 回：  グループワーク 「子どもと絵本①」初めての読み語り（対象年齢を考慮
せずに各自が読みたい本を持参）  
3 回：  グループワーク「子どもと絵本②」 0・1 歳児向け絵本選書と読み語り  
4 回：  グループワーク「子どもと絵本③」 2・3 歳児向け絵本選書と読み語り  
5 回：  グループワーク「子どもと絵本④」 4・5 歳児向け絵本選書と読み語り  
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４．研究の方法 
(1) 表 1 に示した第 5 回「読み語り」最終のグループワーク（2018 年 6 月 19 日）の自己
評価、他者評価及び自由記述を精査し、検討した。（ワークシート提出者 40 名） 
(2)第 6 回ゲストティ－チャーの講義終了時（2018 年 7 月 10 日）に記述したワークシート
























た評価は表 2 の結果であった。（5 回目ワークシート提出者 40 名） 
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表 2 第 5 回グループワーク「読み語り」の評価  
 読み手の評価（人数） 聞き手の評価（人数）  
良くできた  14 33 
まあまあ良くできた  23 7 
あまり良くなかった  3 0 
良くなかった  0 0 
   
5.2.1 聞き手の評価から 
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(1) 実施日 平成 30 年 7 月 10 日  
(2) 対象 子ども学専攻１年生 43 名  
(3) テーマ 豊かな人権感覚を育む幼児の環境づくり  
(4) 講義の概要（＊は紹介した絵本）  
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＊まめうしくんと１．２．３（あきやまただし ＰＨＰ研究所）  
＊ぼくがラーメン食べてるとき（長谷川義文 教育画劇） 
＊ともだちのしるしだよ（カレン・リン・ウイリアムズ他 岩崎書店）  
＊ランドセルは海をこえて（内堀タケシ ポプラ社）  
 




＊きみのかわりはどこにもいない（メロディー・カールソン いのちのことば社）  
＊おへそのあな（長谷川義文 ＢＬ出版） 
＊あがりめさがりめ（とよたかずひこ 世界文化社）  
 
③ 幼児期から、個々の特性や持ち味を認める環境づくり  
人にはその人ならではの特性・持ち味があり、それぞれ同じではなく違う。違いを受け
入れ認め合う。これらは絵本の世界にも描かれている。  
             
＊さっちゃんとなっちゃん（浜田桂子 教育画劇）  
＊おかあちゃんがつくったる（長谷川義文 講談社） 
＊どんなかんじかなあ（中山千夏 自由国民社）  
＊かっくん（クリスチャン／メルベイユ 乙武洋匡訳 講談社） 
＊Ｚｅｒｏ（キャサリン・オートシ 乙武洋匡訳 講談社） 
＊たかこ（清水真裕 童心社） 
＊ふくしまからきた子（松本猛 岩崎書店）  
＊いじめっこ（ローラ・ヴァカロ・シーガー あすなろ書房）  
 





＊おおきなかぶ（内田りさ子 福音館）大型絵本  
 














＊あんぱんまんシリーズ（やなせたかし フレーベル館）  
＊いたいのいたいのとんでゆけ（新井悦子 すずき出版）  
 
(5) 授業後の反応 
























































































































1) 古橋和夫編著 2016：保育者のための言語表現の技術 (株)萌文書林 P13 
2) 平川政男著 2007：「読み聞かせ・読み語り」でこころの通い合い （株）学事出版 
P31 




生田美秋監修 2008 ３６５日まいにち絵本  平凡社 
生田美秋・石田光恵・藤本朝巳編著 2013 ベーシック絵本入門 ミネルヴァ書房  
影山聖子著 2016 読み聞かせテクニック  ヤマハミュージックメディア  
片岡舞 今井和子 佐々木由美子編 2009 保育者のための児童文化 大学図書出版 
福沢周亮編 2014 １００冊の絵本と親子の３０００日  教育出版 
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The Development of an Education Program for Picture Book 
Narration  
- What Was Learned by Reading Aloud With Local Volunteers- 
 
Yosiko KOJIMA, Keiko SAKAI 
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